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1. はじめに 

 本発表の目的は、コルシカ語の諸方言における子音弱化 (lenizione cunsunantica) について、一般的な記述

を確認したあと、『新コルシカ言語地図』(Nouvel Atlas Linguistique de la Corse, 略称 NALC) に掲載されてい

るいくつかの地図を参照して、いっそう実態に即した検討をおこなうことである。 

 コルシカ語 (lingua corsa) は、イタロ＝ロマンス諸語のひとつであり、人口約 33万人のコルシカ島の住民

の 3分の 1ほど、ならびに各地にうつり住んだ島民によって話されている。また、カプライア島、マッダレ

ーナ島、そしてサルディーニャ島北部のガッルーラ地方の諸方言もコルシカ語の一種とされる。話者人口は

厳密な統計が存在しないので推計によらざるをえないが、一説には約 15万人とされる。 

 コルシカ語には単一の標準語が存在せず、あえて多数の方言にひとしい規範性をあたえる「多規範的」

(pulinomicu) な言語政策がおこなわれており、ひろく受けいれられている。「多規範的」な言語とは、この概

念を提唱した Marcellesi (1984, p.314) によると、「その単一性が抽象的であり、単一の規範のたんなる化石化

にではなく、弁証法的な動きに由来するような言語、また、その存在が当該言語を話すひとたちの、特定の

名をあたえるという、そしてほかのよく知られた言語からは自律しているという、集団的断定にもとづくよ

うな言語」1  と定義される。ここでいう「弁証法的な動き」とは、話者のあいだでの言語意識の総合、諸方

言のあいだでの調整によって、ひとつの言語としてのまとまりに関してある程度の共通理解が形成されると

いうことである。この概念化は一見あまりに抽象的で、現実には成立しがたいようにみえるかもしれないが、

あとでみるように、コルシカ語にはたしかに「多規範的な言語」の理念を結実させているといえるような事

例が存在する。 

 コルシカ島の地図を図 1としてかかげる。本発表での地名表記は図 1のコルシカ語表記による。コルシカ

島は面積が約 8,680km2で、日本でいうと広島県や兵庫県より少し広いくらいである。地形はたいへん山がち

で、島を北西から東南にななめに横断して急峻な山脈がそびえており、最高峰チントゥ (Cintu) 山は標高が

2,706mもある。冬は高地で積雪し、ギゾーニ (Ghisoni) などにはスキー場もある。山脈を横断して 2大都市

バスティーア (Bastia) とアヤッチュ (Aiacciu) を結ぶコルシカ鉄道 (Camini di Ferru di a Corsica) の本線が開

通するまでは、冬場は陸路で山越えができなかった。山脈にへだてられ、行き来もしづらかったことから、

島内には面積のわりにたいへん多様な方言が分布しており、方言学・言語地理学に格好の題材を提供する。 

 
1 « langues dont l’unité est abstraite et résulte d’un mouvement dialectique et non de la simple ossification d’une norme unique, et 

dont l’existence est fondée sur l’affirmation massive de ceux qui la parlent, de lui donner un nom particulier et de la déclarer 

autonome des autres langues reconnues » 
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図 1 : コルシカ島 (Dalbera-Stefanaggi & Muriel Poli (dir.) 2007, vol.1, p.20) 
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 伝統的には、コルシカ島を北東部と西南部にわける山脈におおよそ沿った境界線によって島を二分し、北

がわをチスモンテ (Cismonte)、南がわをプモンテ (Pumonte) とよぶ。チスモンテとは「山のこちらがわ」、プ

モンテとは「山のむこうがわ」を意味する。かつてコルシカ島を支配していたピサからみて（つまりはイタ

リア半島の中部からみて）、近いがわを「こちらがわ」と呼んだのである。これらは、2017 年末まで存在し

た「高コルシカ県」(Corsica suprana；フランス語 Haute Corse) と「南コルシカ県」(Corsica suttana；フランス

語 Corse du Sud) のふたつの県に相当する 2。上記の図 1のなかの点線が旧県境を示している。 

 一方、方言の差異という点では、一般に旧県境とはことなる

境界線がひかれる。もちろん、どのような言語的特徴を考慮に

入れるかによって方言区分は変わってくるが、ここでは一応の

最大公約数的な提示として、Gaggioli (2012, p.25) による区分を

参照するとともに、この地域区分におおよそ対応する現象のご

く一部をみておこう。図 2にみるように、南北をわけるもっと

も重要な境界は、おおよそ、サーリ・ドゥルチーヌ (Sari-

d'Urcinu) ― ビッツァウォーナ (Vizzavona) ― ギゾーニ 

(Ghisoni) を通る。これより南では、非強勢の位置に e があら

われなくなる。例：北部 vene、南部 vena「来る」。そして、北

部では /b/ と /v/ の弁別がなく、/b/ に統合される (このこと

を「B音化」(betacismu) という) が、南部では /b/ と /v/ の弁

別がある。例：vinu 北部 [b'inu]、南部 [v'inu]「ワイン」。 ま

た、北部の -ll- が南部では -dd- にかわる。例：北部 bolla、

南部 bodda「泡」。さらに、図 2では南方の破線でわけられた

極南部では、-gli- も -dd- になる。また、極南部では、-dd- が

歯音 (dentale) の /d(d)/ ではなく、そり舌音 (cacuminale) の 

/ɖɖ/ で発音される。例：北部・南部 fam(m)iglia、極南部 

famidda「家族」。一方、北部を東西にわける境界線がわける相

違との例としては、北東部には島のほかの地域にはない音素 

/æ/ があることがあげられる。例：erba 北部 ['εrba]、        図 2：一般的なコルシカ語の方言区分 

北東部 ['ærba]「草」。ほか、北部では南部より子音弱化が             (Gaggioli 2012, p.25) 

いちじるしいという現象もあるが、これについては 3節でふれる。 

 概説的にコルシカ語について述べる場合には、以上のような一般的な図式がひろく共有されている。この

図式は、まず特徴をおおづかみするには有効であるが、具体的な調査にもとづいていなかったり、さまざま

な特徴の差異を平均して単純化していたりするので、とくに個々の現象に即してみるならば、修正を必要と

 
2 ふたつの県は 2018年 1月 1日に合併され、かねてより存在していた全島レヴェルのコルシカ地域共同体 (Culettività 

territuriale di Corsica) に統合された。 
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するところも少なくない。詳細は省略するが、よ

り精密な方言区分の一例として、ラテン語の強勢

母音の後裔となるコルシカ語の母音がどのよう

になっているかにもとづいた、Dalbera-Stefanaggi 

(2001, p.116) の分類を図 3で見ておこう。 

 図3で ■ の記号であらわされている方言圏は、

「コルシカ岬半島方言圏」とよばれる。図 3のな

かでは、調査地点のうちコルシカ岬半島のわずか

1 か所 (ムルスィーリャ Mursiglia) しか該当しな

いことが目につくが、かつてはコルシカ岬半島 

(Penisula di Capicorsu) 全体にひろがっていたと推

定されるこの方言圏の範囲が歴史的に縮小して

きた結果である。 

 の記号で示されている方言圏は、「中・北部方

言圏」とよばれる。方言の 4区分のなかではもっ

とも広く、島全体の 3分の 2近くを占める。バス

ティーア  (Bastia)、カルビ (Calvi)、コルティ 

(Corti) などがふくまれる。アヤッチュ (Aiacciu) 

も、周縁部ながらこの方言圏に属する。 

 ◆の記号で示されている方言圏は、「ターラヴ

方言圏」とよばれる。コルシカ島の南方、ターラ

ヴ (Taravu) 川流域を中心としてひろがる方言圏            

であり、プルプリアー (Pruprià)、スッダカロー           図 3：強勢母音体系による方言分類 

(Suddacarò)、ウルメートゥ (Ulmetu) などをふくむ。            (Dalbera-Stefanaggi 2001, p.116) 

 ✤の記号で示されている方言圏は、「コルシカ・ガッルーラ方言圏」とよばれる。図 3にはサルディーニャ 

(Sardigna) 島がふくまれていないが、ブニファーツィウ (Bunifaziu) 海峡をはさんでサルディーニャ島のガッ

ルーラ (Gallura) 地方までが一体の方言圏であるため、このような名称があたえられている。コルシカ島内

では、サルテー (Sartè)、ポルティウェチュ (Portivechju) などをふくむ。ただし、コルシカ島最南端のブニフ

ァーツィウは例外であり、「ブニファーツィウのリグーリア語」(liguru bunifazincu) とよばれる、ジェーノヴ

ァの強い影響をうけた方言の孤島を形成している 3。 

  

 
3 したがって、コルシカ・ガッルーラ方言圏にブニファーツィウをふくめ、「ボニファシオ語」として一括する長谷川 

(2003, p.61) の扱いには賛同できない。 
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2. 子音弱化と子音交替 

 「子音弱化」(lenizione cunsunantica) は広義の用語であり、ふたつの意味がある。ひとつは通時的な現象で

あり、ラテン語から現代ロマンス諸語にいたる歴史に沿って、二重子音が単子音になったり、閉鎖音が摩擦

音や接近音になったり、無声音が有声音になったり、ついには消滅するなど、子音の調音が弛緩してきた変

化をさす 4。もうひとつは現代コルシカ語で、同じ語や形態素にふくまれる語彙的基底をなす子音が、語句

のなかでおかれる位置によってことなる実現形をもつ現象のことをいう。とくに後者のみに限定して言及し

たいときは「子音交替」（mutazione cunsunanticaまたは scunsunatura）ということにする。 

 通時的弱化について小林 (2019, p.194) から例を借りると、ラテン語 IOCĀRE (古典語形は IOCĀRĪ) の後

裔は、ポルトガル語 jogar、スペイン語 jugar、カタルーニャ語 jugar、フランス語 jouer、イタリア語 giocare、

ルーマニア語 juca となっている。西方にある前四者はラテン語の子音 /k/ が /ɡ/ に、または無音に弱まっ

ているのに対し、東方にある後二者は /k/ のまま保たれている。このようなことから、閉鎖子音の弱化は西

ロマンス語を特徴づける現象であるといわれ、西ロマンス語と東ロマンス語をわける特徴のひとつとされる。

ところで、周知のように、西ロマンス語と東ロマンス語の境界はイタリア半島の途中にあり (La Spezia－

Limini線)、北イタリアは西ロマンス語の圏域である。コルシカは 13世紀から 18世紀までジェーノヴァの支

配を受けていたので、コルシカ語の子音弱化の要因としてジェーノヴァの影響を想起するかもしれない。し

かし、コルシカ語がジェーノヴァのリグーリア方言からうけた影響はきわめて限定的であり、その痕跡は点

在している程度である 5。 

 つぎに、共時的な子音交替は、ある語や形態素の語彙的な基底形をなす子音が、語句のなかで占める位置

に応じてことなる音声的実現をもつという現象である。休止 (書記的には句読点) のあと、子音のあと、語末

に強勢がおかれる語 (parolle mozze) のあとが「強い位置」であり、それ以外は「弱い位置」である。強い位

置での実現形を「強形」(realizazione pretta)、弱い位置での実現形を「弱形」(realizazione frolla) という。 

 Dalbera-Stefanaggi (2002, p.123) に出ている例を用いて説明しよう。trè pani「3 個のパン」では、[tr'ε]という

語末に強勢がおかれる語のあとに pani [p'ani] (pane [p'anε]「パン」の複数形) が来ているので、強い位置とい

うことになり、[tr'εp(p)'ani] と強形が出る。それに対して、u pane「定冠詞＋パン」では、[u] という無強勢母

音のあとなので、「弱い位置」である。このため子音が弱化し、[ub'anε] となる。重要なことは、こうした音

の変化にかかわらず、問題の子音のつづり字は p のままにしておくということである。ある語が位置によっ

てつづり字を変えないことにより、その語の語彙としての同一性が保たれ、さらには、弱化が多い変種と少

ない変種のあいだにある方言差を吸収でき、(とくに書いたときの) 意思疎通が容易になるというメリットが

ある。強い位置、弱い位置を通して、一貫して p と書くことこそ、多規範的言語であるコルシカ語の抽象的

なまとまりを保証しているのである。 

  

 
4 Kirchner (2004, p.313)、Marotta (2008, p.239) でも、lenition が広義の用語であるむねの指摘がなされている。 
5 Dalbera-Stefanaggi (2001, pp.217-219) および Dalbera-Stefanaggi (2002, pp.12-13) を参照。 
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3. 南北二分法によるコルシカ語子音交替の記述 

 以下では、コルシカ語の子音交替について一般的になされる記述を確認する。子音交替を通して基底形を

おなじくする子音のつづり字を不変としていることから、以下、便宜的に、子音字と関連づけて提示する。

強形・弱形をもつ子音字を「交替子音字」(cambiarine) という。どの子音字が交替子音字であるかは方言によ

ってことなる。その方言差は、北部方言、南部方言の二分法によって記述される。以下、渡邊 (2017, pp.7-9) 

でおこなった記述をもとにして、一部を修正・増補して述べる 6。まず交替子音字の一覧表をかかげる 7。 

 

表 1：交替子音字一覧表 

書記素 (grafemu) 強形 / 例 (名詞) 弱形 / 例 (定冠詞+名詞) 

b [b] / bancu [b'ãnku]「ベンチ」 [w] / u bancu [uw'ãnku] 

c (+a, o, u) 南, 

ch (+e, i) 

[k] / casa [k'aza]「家」, 

    chimica [k'imiɡa]「化学」 

[ɡ] / a casa [aɡ'aza] , 

    a chimica [aɡ'imiɡa] 

c (+e, i) [tʃ] / cena [tʃ'εna]「夕食」 [dʒ] / a cena [adʒ'εna] 

chj 南 [c] / chjostru [c'ɔstru]「修道院」 [ɟ] / u cjhostru[uɟ'ɔstru] 

d [d] / donna [d'ɔnna]「女」 無音 / a donna [a'ɔnna] 

f 南 [f] / fine [f'inε]「終わり」 [v] / a fine [av'inε] 

g (+a, o, u) [ɡ] / gara [ɡ'ara]「駅」 無音 / a gara [a'ara] 

ghj 南 [ɟ] / ghjente [ɟ'ɛ̃ntε]「ひとびと」 [j] / a ghjente [aj'ɛ̃ntε] 

gu [ɡw] / guerra [ɡw'εrra]「戦争」 [w] / a guerra [aw'εrra] 

p [p] / pace [p'adʒε]「平和」 [b] / a pace [ab'adʒε] 

qu [kw] / quartu [kw'artu]「4分の 1」 [ɡw] / u quartu [uɡw'artu] 

s 南 [s] / sera [s'εra]「宵」 [z] / a sera [az'εra] 

t [t] / terra [t'εrra]「大地、地球」 [d] / a terra [ad'εrra] 

v 南 [b] ([v]) / verità [bεrid'a]「真実」 [w] / a verità [awεrid'a] 

z [ts] / ziu [ts'iu]「おじ」 [dz] / u ziu [udz'iu] 

  

 一覧のなかで、注意を要するものについて以下にのべる。上記で例となっている語形はいずれも北部のも

のである。南部では表中で 南 の記号のついた子音字のみが交替子音字であり、それ以外の子音字に関して

はつねに強形を用いるほか、南 のついた例でも実際の音はちがっている場合がある。たとえば、北部では b 

の強形と v の強形の区別がないが、南部ではそれらの区別があるので、verità [vεrit'a] となる。しかし、北部

に [v] の音がないわけではなく、f の弱形としては使われる。 

 chj の強形 [c] は、硬口蓋に舌背をつけて破裂させる無声子音である。学校教育では [tj] による発音も許

容されているが、その方式では chjamu [c'amu]「わたしは呼ぶ」と ti amu [tj'amu]「わたしはきみを愛する」が

弁別できない。ghj の強形、chj の弱形 [ɟ] は硬口蓋に舌背をつけて破裂させる有声子音である。[dj] による

 
6 Gaggioli (2012) のような規範文法、Papi (2017) のような学校文法でも同様の記述がなされている。 

7 IPAの通則には反するが、本発表では『新コルシカ言語地図』やCulioli et alii (2009) (2010) (2012) などのコルシカ語

辞典で広くおこなわれている慣習にならって、強勢記号 ' を強勢音節の直前ではなく、強勢母音の直前にしるす。 
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発音も許容されているが、その方式では ghjalettu [ɟal'εttu]「若鶏」と dialettu [djal'εttu]「方言」が弁別できない。

また、chj、ghjは語頭の弱形環境では弱形になるが、語中では強形のままにするのが原則である。ochju ['ocu]

「目」、maghju [m'aɟu]「5月」。なお、これら chj、ghj のつづり字、ならびに [c]、[ɟ] という音価は、コルシ

カ語を特徴づけるものと考えられており、Marchelli & Geronimi (1971) によって「イントリッチアーデ」

(intricciate；字義的には「入り組んだ文字」) と命名された。 

 これに対し、一覧表にあらわれていない子音、g (+e, i) [dʒ]、gh (+e, i) [ɡ]、gn [ɲ]、gl (+i) [ʎ]、l [l]、m [m]、

n [n]、r [r]、sc (+e, i) [∫]、sg (+e, i) [ʒ]、および二重子音字 (bb, cc, dd, ffなど) はいずれも交替しない。 

 また、単一の書記素でないため表 1 には入れなかったが、いわゆる muta cum liquida である br、gr につ

いてもつぎの表 2のような交替現象がみられる。これらのうち、br の弱化 (消滅) は北部にかぎられるのに

対し、gr の弱化 (消滅) は全島的現象である 8。このため、表 1 とおなじ要領で、後者に 南 の記号をつけ

ている。 

 

表 2：br、grの子音交替 

つづり字 強形 / 例 (名詞) 弱形 / 例 (定冠詞+名詞) 

br [br] / bracciu [br'attʃu] 「腕」 [r] / u bracciu [ur'attʃu] 

gr 南 [ɡr] / granu [ɡr'anu]「小麦」 [r] / u granu [ur'anu] 

 

 上記のような記述は、実用上の許容範囲のなかで、現象をおおまかに理解するためのものであり、実情と

してははるかに多様な使用がなされている。たとえば、表 1では強形 [d] に対応する弱形は「無音」として

あるが、実際には、pede「足」を例とすれば、コルシカ島の諸方言には、[p'edε]、[p'eδε]、[p'eδε]、[p'ewε]、[p'elε]、

[p'eε] のように、[d] と無音とのあいだに、あたかも連続体のように弱化のさまざまな中途段階がみられる 9。

弱化の度合いは、おなじ町に住む話者のあいだでも、たとえば [p'eδε]～[p'eδε]～[p'ewε] のようにいくらか幅

があり、自由変異体を構成する異音 (allofoni) とみなすことができる 10。 

 

4.『新コルシカ言語地図』(NALC) をもちいた事例研究 

 本節では、言語地図をもちいて子音弱化の実情の一端を確認するとともに、若干の考察をくわえることに

する。使用する言語地図は、『新コルシカ言語地図』（Dalbera-Stefanaggi & Poli (dir.) (2007-2017) : Nouvel atlas 

linguistique et ethnographique de la Corse, 略称NALC）である。NALCはコルシカの言語地図として最新であ

り、過去最大規模 (350 地点、3500 問) の調査にもとづいて編纂されている 11。また、コルシカ大学のホー

 
8 Dalbera-Stefanaggi & Poli (dir.) (2007, vol. 1, p.58, p.180) の « u bracciu »、« u grandina » を参照。長谷川 (2003, p.61) は 

br、gr について、ひとしく語頭子音が消滅する例として扱っているが、実際には南北で明確なちがいがある。 
9 Dalbera-Stefanaggi (2002, p.33) を参照。 
10 木村 (2017) は、スペイン語における有声閉鎖音音素 /b/、/d/、/ɡ/ ならびに半母音音素 /y/ [=/j/]、/w/ について、閉

鎖音、破擦音、摩擦音、接近音のすべての異音が許容されることをスペイン語話者 50名に対する知覚実験によって示

しており、コルシカ語の子音交替の連続性との類似が感じられる。 
11 Gilliéron & Edmont (1914-1915)、Bottiglioni (1933-1942) など先発の言語地図との比較については、Dalbera-Stefanaggi 

(2007) を参照。 
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ムページの一角にある La base de données langue corse (略称BDLC) でNALCのデータを検索できるほか、一

部の音声資料も公開しているという利点もある。事例としては、子音体系のなかで相対的に「強い」順に、

無声閉鎖子音、有声閉鎖子音、無声破擦子音、無声摩擦子音を基底とする例をとりあげる。 

 

4.1. 無声閉鎖子音を基底とする例：i capelli の場合 

 無声閉鎖子音を基底とする例として、i capelli「定冠詞＋髪の毛 (複数)」をとりあげてみよう。capelli にふ

くまれるすべての子音が注目され、とくにはじめのふたつが弱化現象の対象となる。NALCによると、方言

形の分布はあとの図 4のようになっている。観察されるおもな方言形として、つぎのようなものがあげられ

る。以下の提示はおおむね北から南への順による。 

1/ [ikab'εlli] 12  

 この形はコルシカ岬半島のサンタ・マリーア・ディ・ローダ (Santa Maria di Lota) で観察される。capelli の

第 2の子音が [b] へと弱化しているのに対して、語頭の子音は強形 [k] のままである。語中の母音間でおき

る子音弱化と、(冠詞などの無強勢音節のあとで) 語頭子音におきる弱化で性質がことなり、由来もことなる。

Dalbera-Stefanaggi (2001, pp.109-110) によると、西ロマンス語的な弱化は、語中の母音間でしかおきないのに

対し、イタリア半島中南部 (周辺部トスカーナもふくむ) にみられる近代的な弱化は、語頭子音にもおきる

という。したがって、[ikab'εlli] は、リグーリア方言などの影響をうけた、西ロマンス語的な弱化であると考

えられる。 

2/ [iɡab'εlli] に類する形  

 バスティーア (Bastia)、カルビ (Calvi)、コルティ (Corti)、オルメーダ (Olmeta) など、コルシカ岬半島をふ

くむ北部にひろく分布し、コルシカ島全体でもっとも多くみられる形である。capelli のはじめのふたつの子

音が子音交替によって弱形 [ɡ]、[b] になっている。 

3/ [ikap'εlli] に類する形 

 この形式には、語彙的な基底形がそのままあらわれている (すなわち、いずれも強形である)。アヤッチュ 

(Aiacciu)、マリニャーナ (Marignana)、セリエーラ (Serriera) など、おもに中東部に分布している。 

 3.1節でみたようなチスモンテ、プモンテの南北二分法による一般的提示には、2/ と 3/ の形しか出てこな

い。このような記述には、人口的なヴォリューム・ゾーンをおさえている (とくに、南北 2 大都市であるア

ヤッチュ、バスティーアの類型をおさえている) という点で一定の利点はあるものの、実際におこなわれて

いる変種の多様性をとらえるにはほど遠い。また、南北二分法では、アヤッチュはプモンテの中心というこ

とになるが、さきにみた詳細な方言区分では、ターラヴ方言圏と中北部方言圏の境界に位置する推移的な形

にすぎないことになる。もっと踏みこんでいうと、i capelli に関しては、[ikap'εlli] という形をもちいるアヤ

ッチュは、周囲を 5/ の [ikap'εdi] に類する形をもちいる地点にとりかこまれているので、一段北方的な形を

用いる特異点であるともいえる。 

 
12 NALCでは二重子音を [c

―
] のようにマクロンで表記しているが、ここでは本発表のなかでの一貫性のため、[cc] の

ように表記することとする。 
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4/ [ikkapp'εlli] 

 この場合のように、「弱い位置」にあるにもかかわらず、基底形以上に子音が強化されている事例がある。

ここでは、基底形 /k/ が [kk] に、/p/ が [pp] へと強化されている。調査地点としては、ベッツァーニ 

(Vezzani) が該当する。ベッツァーニは弱化がおきる地域の周縁部にあたる (弱化がおきない地域に近い)。

Dalbera-Stefanaggi (2002, p.112) によると、弱化がおきる地域をとりまくように「子音弱化に抵抗を示す地域」

が散在し、近隣でおきている弱化に対する拒否反応があらわれているとのことである。[ikkapp'εlli] における

子音強化もその反応の一環であると考えられる。 

5/ [ikap'εdi] に類する形  

 サンタンドレーア・ドゥルチーヌ (Sant'Andrea d'Urcinu)、ブグニャー (Bucugnà)、オーガナ (Ocana) など、

中部の南西がわに見られる。2.1節でみたように、語源的な -LL- を -dd- にするのが南部全般の特徴であっ

たが、実際には [dd] ではなく [d] が出現している。Dalbera-Stefanaggi (2002, p.86-87) および同 (2015, pp.408-

412) は子音の強弱の対立が解消されることをターラヴ方言圏の特徴であるとしているが、[ikap'εdi] に類す

る形が分布している地域はターラヴ方言圏より北である。 

6/ [iɡap'εdi] に類する形 

 5/ のすぐ南、ソッチャ (Soccia)、グラナッチ (Granacci)、クッツァーヌ (Cuzzanu) など、ターラヴ方言圏

にみられる。Dalbera-Stefanaggi (2002, p.112) はソッチャではむしろ語頭子音の「強化」がおきるといってい

るが、ここでは逆に、語頭子音のみが弱化している 13。  

7/ [ikapiɖɖi] に類する形 

 マッダレーナ (Maddalena) 島をふくみ、ブニファーツィウ (Bunifaziu) をのぞくコルシカ・ガッルーラ方

言圏に分布する形である。極南部に特徴的なそり舌音の [ɖɖ] があらわれている。 

8/ [ikav'eli] 

 この音はブニファーツィウ (Bunifaziu) のみで観察される。ブニファーツィウ方言は 2.2 節でのべたよう

に、リグーリア的な方言の孤島を形成しており、全般的に特異な形があらわれることが多い。[ikav'eli] とい

う音は西ロマンス語的な弱化を反映している。西ロマンス語的な弱化は語中の母音間でしかなされず、語頭

の子音は強形 [k] のままであることにも注目しよう。 

 ここで、1/ でみたサンタ・マリーア・ディ・ローダでの形、[ikab'εlli] を思いおこそう。1/ のコルシカ岬半

島と 8/ のブニファーツィウという、コルシカ島の南北両端に西ロマンス語的な弱化のみをこうむった形が

のこっており、イタリア半島中南部に由来する近代的な弱化が島の両端にはおよばなかったと考えられる。 

 

 
13 BDLCに登録されている Socciaの方言形 444例のうち、[iɡap'εdi] のように、「語中にある弱化が期待される子音が弱

化しておらず、語頭のみ弱化している」という例はほかには皆無である。したがって、当の Socciaにおいても 

[iɡap'εdi] という例は特異であり、体系的な説明に回収しがたい。 
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図 4：i capelli (Dalbera-Stefanaggi & Poli (dir.) 2007, vol.1, p.44) 
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4.2. 有声閉鎖子音を基底とする例：a donna の場合 

 つぎに、有声閉鎖子音を基底とする例として、a donna「定冠詞＋女」をとりあげてみよう。言語地図はあ

との図 5のようである。観察されるおもな方言形として、つぎのようなものがあげられる。以下の提示はお

おむね北から南への順による。 

1/ [aδ'onna] に類する形 

 ムルスィーリア (Mursiglia) 14、オルメータ (Olmeta) などコルシカ岬半島から、セルマーヌ (Sermanu)、 ヴ

ィワーリウ (Vivariu) など島の中部にかけて点在する。/d/ が摩擦音化しており、弱化への一歩をふみだした

形であると見なすことができる。 

2/ [ad'onna] に類する形 

 バスティーア (Bastia)、ルリアーヌ (Ruglianu) などコルシカ岬半島から、レンヌ (Rennu)、ギゾーニ(Ghisoni) 

などの中部にかけて分布する。子音は基底形のままであり、弱化していない。コルシカ島の北端のコルシカ

岬半島で実際に見られるのは、2/ か 1/ の形であるので、一般論として「北方ほど弱化がいちじるしい」と

いわれるのに反して、コルシカ岬半島はどちらかというと弱化をしない地域というべきである。 

3/ [aδ'onna]、[al'onna] に類する形 

 リーズラ (L'Isula)、コルシャ (Corscia) など北部、べーナグ (Venacu)、アレーリア (Aleria) など中部に分布

する。Aiacciu もこの形である。/d/ の弱化の第 2 段階ともいうべき形であり、摩擦音化、または流音化した

音がさらに副次的調音にまで弱められている。 

 ここで、3.2.1節でもみたアヤッチュの特異性がふたたび注目される。アヤッチュでは a donna を [al'onna] 

としているが、その周辺ではおもに 1/ のタイプである [aδ'onna] に類する形がおこなわれている。つまりこ

こでもまた、アヤッチュは一段北方的な形を用いている特異点なのである。その理由としては、アヤッチュ

という都市が、グラウォーナ川流域を後背地とする中心性をもち、中北部方言圏とつながっていることがあ

げられるであろう。 

4/ [a'onna] に類する形 

 ガレーリア (Galeria)、パトリモーニウ (Patrimoniu) など北部から、コルティ (Corti)、リングィレッツァ 

(Linguirezza) など中部にかけてひろく分布する。/d/ の弱化がその極致に達し、完全に消滅している。弱化が

もっとも進んだ地域であるといえる。 

5/ [ad'ɔnna] に類する形 

 アウッデー (Auddè)、ソッタ (Sotta) など、ターラヴ方言圏からコルシカ・ガッルーラ方言圏に分布する。

地域が離れているので別扱いしたものの、いま問題としている子音だけをみると 2/ と同じく基底形のまま

であり、それゆえ 2/ とあわせるともっとも広く分布する形ということになる。 

6/ [ad'ɔna] に類する形 

 スッダカロー (Suddacarò) などターラヴ方言圏、ならびにサルテー (Sartè)、ブニファーツィウ (Bunifaziu) 

 
14 ムルスィーリアでは、a donna をのぞき、定冠詞が li capelli、lu celu、lu fornu のように l- のついた形であったが、

今回注目している現象ではないので問わない。 



12 

 

などコルシカ・ガッルーラ方言圏に分布している。基底形にある -nn- を [n] にしているのは、ターラヴ方

言圏に特徴的な子音の強弱の混同の一例であると考えられるが、donna の例に関しては、その混同がコルシ

カ・ガッルーラ方言圏にもひろがっている。 

 以上でみてきた a donna の方言的変異についてまとめると、北中部の弱化がおきる地域のなかでも、その

態様は 1/、3/、4/ のようにさまざまである。一方、弱化がおきない地域 2/、5/、6/ がひろく存在するが、コ

ルシカ岬半島、ターラヴ方言圏、コルシカ・ガッルーラ方言圏という、いずれも周辺的な地域であり、それ

らの地域には語頭に作用する近代的な弱化の影響がおよばなかったと考えられる。4.1 節でみた [ikkapp'εlli] 

のような、明確に弱化に抵抗を示した痕跡はみられないが、これは出発点となる基底形が有声閉鎖音という、

無声閉鎖音より一段弱い音であったことが作用しているかもしれない。 

 また、二大都市であるアヤッチュとバスティーアについていうと、南北の二分法において北部で弱化が多

くみられるという一般的な図式に反して、この事例に関しては前者でのみ弱化がおきていることにも注目す

るべきであろう。 

 これらの特徴は、3 節でみたような一般的提示ではとらえきれないものであり、それぞれの事例に即した

詳細な記述が必要となるゆえんである。 
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図 5：a donna (Dalbera-Stefanaggi & Poli (dir.) 2007, vol.1, p.41) 
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4.3. 無声破擦子音を基底とする例：u celu の場合 

 つぎに、有声破擦子音を基底とする例として、u celu「定冠詞＋空 (そら)」をとりあげてみよう。言語地図

はあとの図 6のようである。観察されるおもな方言形として、つぎのようなものがあげられる。以下の提示

は北から南への順による。この事例では、おもな類型は北から南に輪切りのように分布している。 

1/ [udʒ'elu] に類する形 ([udʒ'elε] をふくむ) 

 コルシカ岬半島から中部にかけて分布し、おおむね ガレーリア (Galeria)、ベーナグ (Venacu)、リングィ

ッツェーダ(Linguizzeta) を通る線より北方にみられる。バスティーア (Bastia)、カルビ (Calvi)、コルティ 

(Corti) もこのなかにふくまれる。celu の語頭子音が有声化している。 

2/ [utʃ'elu] に類する形 ([utʃ'elε] をふくむ) 

 中部を中心に、1/ で示した線より南方、アヤッチュ (Aiacciu)、チャマナッチャ (Ciamanaccia)、アレーリ

ア (Aleria) を通る線より北方にみられる。アヤッチュ、グアーニュ (Guagnu)、サン・ロレンツ (San Lorenzu) 

など。celuの語頭子音が基底形のままあらわれている。 

3/ [uttʃ'eli] に類する形 

 ベッツァーニ (Vezzani)、サンポール (Sampolu)、パッレーガ (Palleca)、キザー (Chisà) など、中部からタ

ーラヴ地方にかけて散在する。語頭子音はむしろ強化されており、弱化への抵抗を示している (cf. 4.2 節の

4/)。やはり弱化の起きる地域と起きない地域の境界近くに分布しており、「抵抗」仮説を裏づけている。 

4/ [utʃ'eli] に類する形 

 2/ で示した線より南方、ターラヴ地方南部から、極南部 (ブニファーツィウを除く) にかけて分布する。

プルプリアー (Pruprià)、サルテー (Sartè)、クウェンザ (Quenza) など。celu の語頭子音は基底形のままあら

われている。 

5/ [uts'ija]  

 リグーリア方言の孤島であるブニファーツィウでみられる形である。/ts/ がもちいられているものの、語

頭子音の無声性は保たれている。 

 この事例は比較的南北二分法が通用するといえるものの、パトリモーニウ (Patrimoniu) のようにかなり北

方にも 2/ の形が分布しているなど、やはり二分法の過度な適用は不可能であることを示している。 
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図 6：u celu (Dalbera-Stefanaggi & Poli (dir.) 2007, vol.1, p.174) 
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4.4. 無声摩擦子音を基底とする例：u fornu の場合 

 つぎに、無節摩擦子音を基底とする例として、u fornu「定冠詞＋かまど」をとりあげてみよう。fornuの語

頭子音の帰趨がここで問うべき中心的問題である。言語地図は図 7のようである。観察されるおもな方言形

として、つぎのようなものがあげられる。以下の提示もおおむね北から南への順による。 

1/ [uv'ɔrnu] に類する形 

 コルシカ岬半島からヴィワーリウ (Vivariu)、アレーリア (Aleria) にかけて、島の 3 分の 2 を占めている。

アヤッチュ (Aiacciu) もこの形であるが、周囲とはことなる (つまり、アヤッチュでは一段北方的な形をもち

いている)。語頭の f が v に有声化している。また、この有声化だけに注目するなら、その地理的なひろが

りはさらに大きくなり、ほぼ全島にわたっておこなわれている (cf. 下記 3/、5/)。 

2/ [uv'ɔnnu] に類する形 

 ここでの議論の本筋ではないが、-rn- の -n- から -r- への逆行同化がおきている。ロッツィ (Lozzi)、マリ

ニャーナ (Marignana)、ソッチャ (Soccia)、ベーナグ (Venacu) など、中部に散在している。 

3/ [uv'ɔrru]、[uv'urru] に類する形 

 おなじく本筋ではないが、-rn- の -r- から -n- への順行同化がおきている。2/ のすぐ南から極南部まで、

ひろく分布している。ブグニャー (Bucugnà)、バステリーカ (Bastelica)、プルプリアー (Prupià)、サルテー 

(Sartè) など。ただし極南部では強勢母音が uになっている。 

4/ [uββ'ɔrnu]、[uββ'urru] に類する形 

 fornu の語頭子音が有声化し、唇歯音から両唇音に移行したうえに、二重子音化している。有声化という弱

化現象と二重子音化という強化現象がともに起きているという点で興味深い。子音の強さの階梯では結果的

に同等といえなくもないが、強化が弱化に対する拒否反応として起きたことを裏づけていると考えられる。 

アウッデー (Auddè)、サンポール (Sampolu)、ヴッテーラ (Vuttera) などターラヴ地方のほか、カールビニ 

(Carbini)、ポルティウェチュ (Porticechju) など極南部にも点在する。ただし極南部では -rn- が -rr- になるほ

か、強勢母音が u になっている。 

5/ [uf'urru] 

 ブニファーツィウ (Bunifaziu) でみられる形である。fornu の語頭子音が無声のまま保たれているのはブニ

ファーツィウだけである。fの弱化（有声化）は全島的な現象であるといってよい。 

 なお、/f/ の弱化が全島的な現象であるのと足並みをそろえて、他の摩擦子音、すなわち /s/、/v/ の弱化も

全島的現象であることを指摘しておきたい。 
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図 7：u fornu (Dalbera-Stefanaggi & Poli (dir.) 2007, vol.1, p.108) 
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5. 考察とまとめ 

 すでに明らかなように、コルシカ語諸方言のあいだの差異を特徴づけると伝統的に考えられてきた「チス

モンテ / プモンテ」という二分法には、概略的な理解という一定の利点はあるにしても、現実の複雑さを説

明できるものではなく、他のいくつかの要因を導入する必要がある。とくに、最北端のコルシカ岬半島でお

こなわれている形が、典型的に北方的と思われているものではないことや、ともすると南部の代表のように

みなされるアヤッチュ方言が、存外北方的な特徴を帯びていること、そして、子音弱化がなされるか否かに

は、島外からもたらされた現象である弱化に対する抵抗といった要因も関与していることはおさえておくべ

きであろう。 

 ここで、コルシカ語の子音弱化に影響をあたえた現象であり、研究がよくすすんでいる事例でもある、ト

スカーナ地方の子音弱化、いわゆる « gorgia toscana » を参照し、比較をおこなうことは有益であろう。 

 まず、gorgia toscana が、基本的に摩擦音化 (spirantizazione) であるのに対して、コルシカ語の子音弱化は、

なによりも有声化 (sonorizazione) であるという対比を摘示できる。たとえば、gorgia toscana の代表的な例と

される la casa [lah'asa] と対応するコルティ (Corti) のコルシカ語は a casa [aɡ'aza] である。より一般的には、

Lass (1984, p.178) の図式 (下記の図 8) 15 にみるように、 

 

     4a 

Aspirate 

   

 Voiseless 

stop 

5a 

 Oral 

fricative 

  3a 

Glottal 

fricative 

  2a 

 

sonorization  Affricate 

   4a 
 

  Ø 

1 

 Voised 

stop 

5b 

Affricate 

4b 

Fricative 

3b 

Approximant 

2b 

 

    
opening 

  

                   図 8 : 子音弱化の一般的階梯 (Lass 1984, p.178) 

 

子音弱化には、図中で縦方向に示されている有声化と、横方向に示されている調音弛緩というふたつの方向

がある。図 8において、コルシカ語の子音弱化は可能なかぎり下方に向かうものであり、gorgia toscanaは可

能なかぎり右方向に向かうものである。 

 つぎに、さきの点とも関連して、コルシカ語の子音弱化における有声閉鎖子音の帰趨に注目できる。なか

でも、/d/、/ɡ/ の消滅というドラスティックな現象をどのように説明できるであろうか 16。この問いへの答

 
15 図 8の 4aにある有気閉鎖音については、ことなる位置づけをする議論もある。Marotta (2008, p.258) は、子音の強度

の階梯において、有気閉鎖音を無気閉鎖音の上位においている。 

16 Marotta (2005, p.259) は « [...] the basic cue for the perception of these phones could be silence: a very short interruption of the 

poonetic string, even a few msec, is enough to give the listner the perception of constriction, namely of occlusion. [...] stops are no 

more than sounds of silence » といっており、閉鎖子音の消滅を説明する際に一見魅力的な考えかたであるが、コルシカ

語では閉鎖子音全般が消滅の候補になるわけではないので、本発表では採用できない。 
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えの要素は、Marotta (2008, p.250) がたてているつぎのような一般的傾向に見いだされる。すなわち、(i) 軟口

蓋音は歯音や唇音より弱化しやすい、(ii) 唇音は歯音や軟口蓋音より弱化しづらい、というものである。と

くに (ii) は、コルシカ語で /b/ が [w] になることはあっても消滅しないのに対し、/d/、/ɡ/ は消滅しうると

いう対比を説明できる。 

 (i)、(ii) の形式化についてさらに理由をもとめるなら、Marotta (ad loc.) は、Villafaña (2006) にならって、

イタリア語の音素目録に後方の摩擦子音がないことをあげている。このことはコルシカ語にもあてはまる。

つまり、音韻体系の空隙をめざして弱化がおきやすいということである (Cf. Martinet 1955, 2005, pp.40-42 の

いう「引き出し型連鎖」chaîne de traction)。ただし、この説明は、音韻体系の空隙をめざす変化 (すなわち、

摩擦音化) の説明にはなっても、調音上子音が消滅することの説明になるのかという疑問が残る。摩擦音や

接近音にいたる弱化の延長で、いわば、変化のいきおいが余って、「引き出し型連鎖」から「押し出し型連鎖」

(chaîne de propulsion) に移行したと考えればよいのであろうか。ひきつづき考えてゆきたい。 
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